平成24年度女性情報アーキビスト養成研修（入門） by 荒木 臣紀
写真（映像）資料の保存 
東京国立博物館 
保存修復課 環境保存室 
荒木臣紀 
• 普段から取り扱う機会があるので強度が判断しや
すく、簡単に考えやすいのに、繊細である。 
• 軽い。小さい。 
• ドキュメントであり、アートでもある曖昧なところ。 
• 原資料（ヒューマンリーダブル）の多様性、記録保存
先（マシンリーダブル）材料の多様性。 
• 量が多い。 
• デジタルの登場。 
 
なぜ、写真資料の保存は難しいのか？ 
写真を構成する物質 
• 銀 
• 紙（洋紙、和紙、ポリエチ
レンコート紙） 
• ガラス 
• 三酢酸セルロース（T.A.C.) 
• ポリエステル（P.E.T.) 
• ゼラチン 
• アルブミン（卵白） 
• セルロイド 
• 装丁などの材質 
 
 
• 写真は修理より、保存を中心に考える。 
–他の文化財と同じで、予防保存が大切。 
–保存にはレベルがあり、人、お金、土地（設備）と
目的を照らし合わせて行えるだけ行う。 
–機関としての目的、意義、運営方針などを踏まえ
た判断基準作りが一番大切。 
• 「全部残す」、「10年で廃棄」、「10年単位で見直し」な
ど、目的を決めれば対策は費用、人員、場所などが制
限されるので自ずと決まる。 
後
悔
し
な
い
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
、 
後
世
の
批
判
は
受
け
入
れ
る
覚
悟
で
行
う
。 
 
写真の保存も他の文化財の保存と同じ 
• 防犯 
• 防災 
• 温湿度 
• 取り扱い 
• 空気環境 
• 照明の制御 
• 生物被害の防止 
• 安定した空調設備。何重にも箱に入れれば
入れるほど、中は安定（３日～１週間で外気
と同じになる。）するが、広い空間が必要にな
る。 
• 適度な目通し、風通し。 
• デジタル化した記録メディアも同様。 
 
 
 
近年、よく問い合わせがある問題 
• TACベースマイクロフィルム（ビネガーシンド
ローム） 
• デジタル化のメディア選定、保存 
• ガラス乾板の処置 
 
ガラス乾板のシルバーミラリング 
フィルムの価値 
例 誰（何処）が判断
するのか？ 
・当時を記録した貴重な映像資料である。 
・価値のある作品だから。 
・物質（技術）として価値がある。 
・今後の教育普及活動等に活用できるから。 
資料の価値から機関としてフィルムを保存する？ 
保存する 保存しない 
↓ ↓ ↓ 
画像情報を保存、活用する。 フィルムを保存する。 
廃棄（売却。売却益を「保存す
る」に振り分けた資料保存の費
用にあてる。） 
↓ ↓ 
画像情報を保存、活用するのフローへ 
フィルムによって状況が異
なるので、硝酸セルロース
（NC)、三酢酸セルロースの
作業フローへ。 
資料保存の流れ（映画フィルムを例に） 
メディア名  利点 欠点 
ゼラチンフィルム 
   
100年の実績 生産縮小が著しい。
低湿度管理が必要。 
光ディスク 
  
 
手軽、普及してい
る。 
保存専用機での書
き込み、機器とディ
スクの相性がある。
真空保存もパッキ
ンが５，６年での交
換が必要。  
磁気テープ（ＬＴＯ） 
   
 
大容量、材質が安
定している。 
技術の進歩が早く、
古い規格が読めな
い。 
半導体メモリー 
   
 
高速、読み書きし
なければ堅牢で安
定。 
高価。 
ハードディスク  大容量、安価。 機械的に不安定。  
その他にも記録メディアはあるが、それぞれ利点と欠点がある。 
記録媒体の利点と欠点 
• 複製もしくは、機関としてのデジタル化の方
針に沿った記録媒体の選択、媒体変換作業、
媒体変換した物の適切な保管場所を用意す
る。 
• 保存方針や保存媒体の決定は誰（何処）が
行うのか？ 
 
 
ワーキング・グループ、委員会の設定 
ワーキング・グループ、委員会の構成メンバー 
・実際に資料を扱う部署の人間 
・上層部に意見を述べられる人間 
・機関の経理を掌る部署の人間 
・資料を管理する部署の人間（外部可） 
・資料に詳しい人間（外部可） 
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